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0

の
四
句
は
、
導
師
が
建
立
の

「
一
家
の
學
則
」
と
稱
せ
ら
る
玉
散
善
義
の
丈

行
叢

知
蔑

撫

鵤
從
瓦
尹

監
乃
至
佛
果
」
切
無
響

鐸

箒

羨

亀

慰
者
必
瓢
二有
緻
之
浅
動
興

功
聾

脅

螽

也

に
つ
い
工

籃

鞠
に
「蟹

行
別
」
毒

せ
叡

再
學

る
冏
師
の
解
行
分
別
で
あ
る
・
帥
毳

鈔
の
灼
嫉

'.
・.

今
札
脇
h商
、
魅
鰍
四解
之
鰍
自
他
托
廣
翳
b
巌
徳
均鶴
之
循
自
他
丸
別
得
り
今
鵬
勘此
鳥
一耳
、
若
鰍
鴎仔
之
鰍
解
行
先
別
鶴
妙
解
妙
行
此

　

サ

ス
ル
ノ

ヲ

ハ

エ
ノ

意
也
、
若
行
ノ
解
之
行
通
漫
無
一一所
著
一

、

④

と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
所
読
を
考
察
し
、
更
に
+
八
通
に
明
示
す
る
解
信
の
四
句
読
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の
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四
ニ

ノ

ノ

解
解
西
分
因
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ノ

ノ

解
信
因
分
果
分

ノ

ノ

信
解
果
分
因
分

ノ

ノ

信
信
果
分
果
分

に
準
據
ゐ
て
、
さ
き
に
擧
ぐ
る
如
く
私
に
配
列
し
た
の
で
あ
る
。

二

⑤

スル
ヲ
テ

ト

⑥

ル
ヲ

ヲ

テ

ヲ
ト

正
し
く
四
句
の
所
読
に
つ
い
て
蓮
べ
ん
。
決
疑
鈔
に
「
解
μ教
日
ノ解
」
吐
云
ひ
、
糅
鈔
に
「
解
二
於
法
相
一名
爲
噛乏

解
一」
と
云
ふ
。
教
と
法

と
は
能
詮
所
詮
の
別
の
み
。
宗
宗
談
異
の
教
法
を
解
し
、
目
に
帥
し
て
見
る
べ
き
干
差
萬
別
の
怯
相
を
解
す
る
は
、
是
れ
第

一
句
で
あ
る
。

ルヲ

ニ

テ

ヲ

ト
⑦

'

「
進
二趣
所
解

一日
γ之
爲
ド行
」
と
。
解
行
は

一
雙
、
凾
蓋
箭
鋒
な
ち
を
以
て
、
行
も
亦
數
塵
沙
を
越
ゆ
。
而
も
通

漫
に
雜
修
し
て
所
著
な

㌔

'く
、
所
謂

「
知
鏡
」
を
脆
し
得
な
い
。
是
れ
第
二
句
。

以
上
兩
句
は
解
學
に
し
て
、
「
廣
解
」
を
勸
む
。

第
三
句
は
「
解
」
と
云
ひ
、
「
行
」
と
云
ふ
も
、
妙
解
妙
行
で
あ
り
、
各
自
所
愛
所
求
の

一
門
、
隨
縁
起
行
自
他
各
別

の

一
行
を
專
修
す
る
。

所
謂
「
信
覧
」
に
到
達

せ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
第
四
句
に
至

つ
て
、

千
波
萬
浪
の
義
路
分
別
の
跡
全
く
無
き
大
信
大
行
と
な
る
。

第
三
第
四
兩
句
は
行
學
に
し
て
、
別
行
を
修
す
。



帥

ち
四
句
は
左
圖
の
如
く
で
あ
る
。

ル
ノ

　

ヲ

蟹
▲
雛
蘓
∀
廣解

ス
ル
ノ

む

ヲ

行學▲
構纏

〉

行

③

解
と
行
は
對
立
分
離
せ
る
に
あ
ら
す
し
て
、
解
行
互
に
前
後
と
な
り
、
解
帥
ち
行
を
起
し
、
行
帥
ち
解
を
長
す
。

三

共
に
解
と
名
く
献

箜

句
は

磊

蟹

で
あ
軌

第
一二
句
は
存

蟹

で
あ
る
・
解
蟹

雇

解
L
に
し
て

聚

缶

駒
L
で
あ
軌

f

⑩

畢
竟
抽
象
的
觀
念
知
で
あ
る
。
行
解
は
妙
解
に
し
て
、
信
の
確
立
で
あ
り
、
「
信
知
」
、
「
佛
智
」
で
あ
る
。

解
の
義
に
就
い
て
・
直
飾

は

歸

仰
云
L
と
て
寂
慧
見
野

袤

引
い
器

髮

些
峯

句
箱

違
あ
る
を
以
て
薯

を
羞

す

れ

ば

、

　　

　
ハ
ゆ
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と
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ハゆ
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幕

藷

鑿

・義
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、
一
義
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コス
ル
ナ
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教

文
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…
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ル
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ク
　

ノ

コ

ヲ

ニ

レ
ハ
ス
ル

ヲ

ス
ル

し
ク

レ
ハ

ヲ

ノ

ニ

但
解

如゚
邸
眞
實
心
具

學
時
帥
眞
實
具
也
如
ノ此
得
γ意
解
處

但
如
γ解
郎
「眞
實
意
具
學
時
邸
眞
實
具
也
如
ノ
此
得
γ
意
解
處

シ

ス

ヲ

シ

ス

可
〆具
二誠
心
一也

・

,誠
心
可
γ具
也

低
急
解
妬
修
循
時
安
砺
馬
數
律
尻
可
γ攝
三
誠
"
一也

魅
解
外
循
除
安
砺
馬
轍
律
鼠
安
鶴
可
广
概
也

醐
耻
菖
イ

ノ
　
サ

ノ
む

の
如
く
で
あ
る
。
見
聞
に

「
安
心
解
」
と
あ
る
を
直
牒
に
は

「
安
心
外
」
と
す
る
。
安
心
の
義
に
つ
い
て
、
兩
者

が
そ
の
見
解
を
異
に
せ

し
か
、
或
は
何
れ
か
の
寫
誤
な
る
か
調
査
研
究
す
べ
き
で
あ
な
が
、
今
は
た
"
直
牒
に
二
の
解
を
分
別
し
て
居
る
事
を
示
す
に
と

黛
め
る
。

印
ち
「
教
學
の
解
」
と
、
寂
慧
の
所
謂
「
安
心
の
解
」
と
で
あ
る
。
前
者
は
解
解
で
あ
り
、
後
者
は
行
解
で
あ
る
。

四

稱
阿
名
故
、
名
は
春
悗
、
°迎
蓮
肚
來
譽
と
號
す
。
(安
永
六
年
酉
六
月
廿
四
日
寂
)
。
師
が
安
永
癸
巳
(
二
年
)
十
二
月
三
日
、
傅
燈
の
師

華

⑫

、

艦

な
る
妙
譽
[定
月
大
僭
正
の
大
鮮
忌
に
あ
た
り
、
そ
の
領
解
を
録
し
た
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
淨
土
解
行
報
恩
録
に
、

「
柔
抄
四
十
四
相
傳

也
レ

と
註
し
て
、

ニ

ス
ル

ナ
リ

ト

ヘ
レ

ニ

ス
ル

ヲ

ナ
リ

ト
ハ
レ

一
解
γ解
解
若
欲
學
解
是
也
、
二
解
γ行
解
若
欲
學
行
是
也

一



ど
、
冏
師
の
解
行
四
句
の
第

一
句
に
解
學
、
第
三
句
に
行
學
を
配
堂
し
、
更
に

ニ

ス
ル
ノ
ヲ

ノ

ニ

+h

K

-

+I
ハ

ニ
ハ

,

初
解
ノ解
解
中
亦
分
爲
γ
1
l'

1
歡
興
、
二
教
相

ニ

ス
ル
ノ
ヲ

ノ

ニ

テ

ス

ト

ニ
ハ

ニ
ハ

次
解
γ行
解
中
亦
分
爲
〆
二
、

一
宗
旨
、

二
宗
義

ノ

ハ

ナ
リ

ノ

ハ

と
読
い
て
、
宗
旨
、
宗
義
の
二
を
第
三
句
の
所
攝
と
す
る
。
教
興

・
教
相

・
宗
旨

・
宗
義
に
就
い
て
「
初
三
解
後

一
行
」
な
り
と
云
ふ
。

ス
ル

ヲ

ス
ル

ヲ

春
挽
は
漢
語
燈
の
丈
を
引
い
て
、
組
意
は
「
解
γ解
」
の
教
興
教
相
の
學
問
を
誠
め
、
「解
〆行
」
の
宗
旨
宗
義
の
學
問
を
勸
む
る
に
あ
り
、

叉
「
少
用
二功
勞
一多
得
〆釜
」
と
勸
示
す
る
導
師
の
意
も
行
學
に
あ
る
と
な
し
、

げ

ノ

ハ

レ

ヲ

ノ

ト

テ

ニ

フ

ヲ

一
家
學
人
是
斯
爲
二學
則

一以
應
ノ窺
二
古
今
章
疏
一者
也

ど
喝
破
し
て
居
る
Q

五

抽
象
的
推
理
的
思
惟
に
慣
ら
さ
れ
、
行
を
読
い
て
行
の
觀
念
論
に
墮
す
る
の
學
的
態
度
は
近
來
學
者
の
陷
り
易

き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近

頃
淺
見
の
徒
、
抽
象
的
分
折
知
を
弄
し
、
幾
く
も
な
き
凡
智
を
以
て
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
を
侵
し
、
解
解
を
以
て
自

己
の
佛

・
自
己
の
紳
葱

造
成
し
、.
そ
の
同
異
を
論
す
。

宗
義
は
行
畢
の
所
攝
、
信
境
に
数
る
も
の
行
解
を
以
て
論
す
べ
き
の
み
ρ
解
學
知
境
に
低
迷
す
る
徒
輩
の
氣
儘
に
禪
佛
を
相
諍
は
し
む

メ

る
は
、
佛
智

・
禪
智
の
愍
笑
を
招
く
の
み
。

嚴
然
砦

實
踐
的
妻

を
無
覗
し
て
黎

知
を
弄
す
る
喙

の
一
耄

促
す
。

冏
師
の
解
行
分
別
(土
川
)
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四
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全
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⑨

教

相
十
八
通
卷
上

(
淨
全
+

二
387

)

⑩

教

相
+
八
通
卷
上

(淨

全
士

湎

)

⑪

決
疑
鈔

直
牒
卷
第

八

(淨

全
七
68
)
お

⑫

決
疑
鈔

見
聞
卷
第

三

(
淨
全
七
鵬
)

⑬

嵯

峨
正
定
院
藏
本

と
太
田
大
光

院
藏
本

と
二
本
參
照
。

參

考

書

①

村

上

專

精

轗

華

實
覊

上
卷
、
垂

頁

②

渡

邊

海

旭

「
馨

よ
り
信
仰
へ
」

(髄
靉

諜

)

③

紀

孕

正

美

「知
態
の
形
式
と
行
態
の
形
式
」

(國
民
精
神
丈
化

第
六
卷

第
五
號
)

④

川

合

貞

一

「思
惟
の
二
っ
の
方
向
]

(國
民
縛
紳
文
化

第
七
卷

第

圃
號
)

⑤

金

子

大

榮

「道
」

(國
民
精
紳
丈
化

第
七
卷

第

】
號
)

㍗

⑥

債

東

延

吉

「學
問
の
研
究
に
つ
い
て
」

(國
民
精
紳
丈
化

第
七
卷

第
八
號
)


